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2．不育症を ど う扱 う
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皿 ）ク リニ カ ル Update一 臨床最前線，
い ま何が 問題 か

一

3）反復流産の 新 しい 原因として の 凝 固系異常

名占屋市立大学助教授 杉 浦

　反復流産は夫婦染色体異常，抗 リ ン脂質抗体 ，

子宮形態異常 など 一般 的不育症検査 を網羅 し， 胎

児染色体異常を除外 して も約 60％ は 原因不明で

あ る．抗 リ ン脂質抗体は子宮局所 における血栓に

よ り流死産 を起 こすと推測 されて い るため ， 近年

血 栓症疾患 と流死産 との関係が 注 目されて い る．

Protein　C （PC ），　 S（PS），
　 Antitihrombin 　M （AT 　M ）欠

乏症 と 28週未満の 流 死産 との 関係が報告され た

が ， こ れ らの 初期流産 との 関係につ い て は不明で

ある ，

　当科にお い て，凝 固検査 aPTT ，
　PT ，

　Fibrinogen
，

凝 固抑 制物 質 PC ，　 PS，　 AT 　m
， 凝 固 因子 Factor

阻 （F ）  ，
田

， Lupus　anticoagula 皿 t， 高ホ モ シ ス テ

真　 弓

イ ン血 症 とそ の 原因である MTHFR 遺伝子多型に

つ い て その 意義 を検討 した．2 回以 上連続する反

復初期流産患者 を対象としてそ の 後の 妊娠帰結 を

調べ た と ころ aPTT 短縮症例 ，
　F湿低下症例 は LEI

’
m
”

例 と比較 して 有意に 高い 流産率を認め た，また ，

F）皿低 下症例 に低用量 ア ス ピ リ ン療法を施行した

とこ ろ流産率が有意に改善した．

　反復初期流 産患者にお い て aHT 短縮，　F齟 低下

が流産 の 危険因子で あ り， 抗 リ ン脂質抗体 陽性以

外の 症例 に 対す る抗 凝固療法 の 可能性 が 示さ れ

た ．しか し，胎盤形成後の 子宮内胎児死亡 ， 子宮

内胎児発育遅延 ， 早発型妊娠中毒症 との 関係 に つ

い て は今後の 検討が必要 である．
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